
　当社の業務の適正を確保するために必要な
体制（内部統制システム）の整備に関する取
締役会（2014年10月23日）決議の内容の概
略は、次のとおりです。
　「内部統制システムに関する基本方針」の
詳細は、当社IRサイトをご参照ください。
http://www.mti.co.jp/?page_id=5671

　当社および当社の子会社（以下、「当社グ
ループ」という。）は、「法令・社会倫理規範の
遵守（以下、「法令等の遵守」という。）」、「各ス
テークホルダーへの誠実な対応および適切な
情報開示」、「透明性が高く、健全な経営」、「事
業活動における企業価値創造を通じた社会へ
の貢献」を職務執行の基本方針とし、コーポ
レート・ガバナンスを推進します。
　この基本方針のもと、会社法および会社法
施行規則に定める当社グループの業務の適正
を確保するための体制を整備していきます。

　当社は、法令等の遵守を基本方針とし、コン
プライアンスに関する規程を制定するととも
に、コンプライアンス委員会の設置を行い、当
社グループのコンプライアンスに関する取り
組みを推進しています。
　コンプライアンスに関する取り組みは、コ
ンプライアンス委員会が中心となり、当社グ
ループの各部門との連携により推進していま
す。 法令上疑義のある行為等について使用人
が直接情報提供を行うためのコンプライアン
ス・ヘルプライン窓口を設置しています。 当
社グループの役職員が法令違反の疑義がある
行為等を発見した場合は、レポーティングラ
インまたはコンプライアンス・ヘルプライン
窓口経由でコンプライアンス委員会および監

査役会に報告する体制を採用しています。 そ
して、報告された内容の重大性に応じて、コン
プライアンス委員会または取締役会が当社グ
ループの各部門と連携し再発防止策を策定
し、全社的にその内容を周知徹底する仕組み
となっています。

　職務執行に係るリスクは、当社の各部門お
よび当社の子会社の権限の範囲内にてリスク
分析・対応策の検討を行っています。 特に重
要な案件や担当部門の権限を超えるものにつ
いては、当社の経営会議または取締役会で審
議し、意思決定を行うとともに、その後も継続
的にモニタリングを実施しています。
　さらに、職務執行ならびに財務報告の信頼
性に係るリスク管理およびその対応について
は内部監査室が監査し、内部監査室は当該結
果を代表取締役社長に報告するとともに、取
締役会および監査役会に報告する体制となっ
ています。 その他の全社的なリスク管理およ
びその対応についてはコンプライアンス委員
会が取組事項を検討および推進し、当該活動
状況を取締役会に報告する体制となっていま
す。
　また、リスク案件のそれぞれの評価を行い、
これに対応した当社グループ全体の管理を実
行していくため、リスク管理体制に関連する
規程を制定し、当社グループ全体のリスクを
網羅的・総括的に管理する体制の整備・強化
を行っています。
　なお、情報セキュリティの確保・維持のた
めに、情報資産の利用と保護に関する規程を
制定するとともに、情報セキュリティ委員会
を設置し、当社グループの経営活動に寄与す
べく情報資産の利用・保護体制の整備・強化
を行っています。
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